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環境対応やＢＣＰで機能充実

多様な物流ニーズに対応
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　プロロジスパーク盛岡は東北最大規模のマルチテナント型物流施設として
本日竣工を迎えます。災害ヘの備えや、トラックドライバーの皆さまの時間
外労働の上限規制が厳格化する「年問題」への対応として東北エリアで
も拠点分散化ニーズが増加しています。当施設は東北の物流ハブとなってい
る仙台エリアに加え、北東北エリアの新たな物流拠点としての役割が期待さ
れています。
　北東北エリアには大型物流施設が少なく、なかでも各階アクセスにより平
面使いができる最新鋭の物流施設は非常に希少な存在です。区画ごとに片面
バース、両面バース、高床式、低床式を組み合わせた仕様で入居企業様の多
様な運用ニーズに応えてまいります。また、非常用電源を確保するなどのＢ
ＣＰ対策や、ロードヒーティングを整備するなどの寒冷地対策も施していま
す。
　この施設が、入居企業様や地域の皆様の益々の発展につながることを期待
しています。最後に、施工にあたり高品質な施設をお納めいただいた西松建
設株式会社様をはじめ、関係各社のご尽力に心より感謝申し上げます。

　プロロジスパーク盛岡は、東北自動車道の
盛岡南ＩＣから約．㎞、県道号から約．
㎞に位置します。南は仙台、北は本州最北ま
で３時間以内に到達可能な立地であり、東北
エリア最大級のマルチテナント型物流施設と
して、岩手県矢巾町に計画されました。
　地盤の高低差約９ｍを考慮し、建物は地盤
の高い西側を２階建て、地盤の低い東側を３
階建てとし、その間に中央車路を配置するこ
とで、東西倉庫を一体化しています。「効率
的な物流オペレーション」を実現するため、
大型トラック・トレーラーはスロープで各階
の中央車路に直接アクセスできる計画です。
　倉庫部は機能性と経済性から柱スパンｍ
×ｍを採用し、合理的でフレキシブルな空
間としています。また寒冷地における施設利
用者への配慮として積雪対策を取り入れ、Ｂ

ＣＰ対策の実施による事業継続性にも配慮し
ています。
　デザイン面では「自然と人々」が交わり矢
巾町を形作っている、この「交わり」を地域
の伝統工芸である「南部裂き織」に重ね、南
部裂き織の「縦・横基調」をコンセプトとし
ました。エントランスの外壁に縦・横のアル
ミ材、休憩室天井にも縦・横をイメージした
天然木ルーバーを採用しています。この天然
木は既存樹木を再利用したもので、庇軒天や
ベンチにも活用しています。
　本施設が事業主と入居企業の皆さまにとっ
て安心・安全で快適な施設として、また矢巾
町の新たなランドマークとして、末永くご利
用いただけることを心より願っています。
　西松建設株式会社建築事業本部意匠設計部

　清水勇貴、江﨑陽介

倉庫内

中央車路
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■工　事　名：プロロジスパーク盛岡プロジェクト
■施　設　名：プロロジスパーク盛岡
■設計・施工：西松建設株式会社
■工　事　場　所：岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第１地割番他
■敷　地　面　積：，．㎡
■延べ床面積：，．㎡
■規　　　模：地上３階建て
■構　　　造：鉄骨造
■用　　　途：倉庫業を営む倉庫
■工　　　期：カ月（着工年３月日　竣工年月日）

エントランスホール

カフェテリア カフェテリア入口

　東北エリア最大級のマルチテナント型物流施設「プロロジス
パーク盛岡」が盛岡市の南側に位置する岩手県紫波郡矢巾町に完
成した。高速道路や幹線道路に近接し盛岡市街地へのアクセスも
容易なロケーションに加え、環境対応や災害時のＢＣＰ（事業継
続計画）対策、セキュリティーで充実した機能を備えるのが特徴

だ。岩手県のほぼ中央にあり東北最大の都市・仙台はもちろん、
北東北の全域もほぼカバーできる立地は、トラックドライバーの
不足で顕在している物流の年問題にも的確に対応できる。物
流網を支える拠点としてプロロジスパーク盛岡は重要な役割を果
たすことになる。設計・施工は西松建設が担当した。


